
Japanese Society of Microbial Ecology

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Miorobial 　Eoology

01−007

ミズクラゲ幼生の着底誘引および 阻害細菌の 探索
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［背景と目的1近年、沿岸域を中心にクラゲ類が大量発生し、深刻な漁業被害等を与えて おり、その 大量発生の 機構解

明と制御技術の 開発が求められてい る。クラゲの 大量発生はポリフ蝴 の 無性的増殖に起因すると考えられ ることから、

本研究で は 、ポリプ期に おける幼生の着底あるい は変態を微生物学的に誘引もしくは阻害する細菌を探索することを

目的とした。

［材料と方法］岩礁域に て採集した海藻、石、フジツボ の表面あるい は付着面をコ ン ラ
ージ棒で擦り取り、これを ZoBell

寒天平板培地に塗抹し、 生育したコ u ニ
ー

を分離ノた 。 着底誘引・阻害有効株の ス クリーニ ン グに は、愛媛県法華津湾

および東京湾から採集したミズクラゲの プラヌ ラ幼生を用い た。効果ありと判定された株につ い て、16S　rlaslA 遺伝子 に

よる系纐 皐析を行っ た。

［結果12007年8 月か ら10月にかけて法華津湾にて 、細菌分離株 394株を用い た着底誘引株の ス クリ
ー

ニ ン グを行い 、

誘引候補株として 13株を選抜した。さらに、2008年 6 月 に は東京湾にて 、これ らの うち 11株に お い て 誘引効果を再確

認 した。系統解析の結果、それ ら細菌株は、PsetidoαimOmonas（8株）、励 rめ （2株）、AlteromOixxs（1株）に近縁で あっ た。

また、2008年 8 月に法華灘弯に て、細菌分離株 80株を用い た阻害株の ス クリ
ーニ ン グを行い 、阻害候補株として 5株

を選抜した。今後、それら細菌株が、プラヌラ幼生の 着底を誘引あるい は阻害す るメカニ ズ ム を明らか にすると共 に、応

用的利用へ の 可能1生を検討することによっ て、大量発生の 機溝解明と鄲鄙技術の 開発に資することが期待される。
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